
　京都ＹＭＣＡから協力支援を受けつつ福知山市内在
住のボランティアだけで運営され来年 60 周年を迎えま
す。理事長・足立長逸。日本ＹＭＣＡ同盟加盟は 1963
年 3 月 4 日。翌週 3 月 11 日には福知山ワイズメンズク
ラブがチャーター。この時期のことは『日本ＹＭＣＡ人
物事典 われらまたこぞりて起たん』（ＹＭＣＡ史学会編 
日本ＹＭＣＡ同盟発 2013 年）109 ページ、佐藤重美氏
の項に詳しいので、ぜひご覧ください。
　さて、現在の福知山ＹＭＣＡでの通年プログラムとし
てはＹＭＣＡブッククラブ、珠算、趣味の会、バイオリ
ンの各教室等があります。
　短期プログラムは、１月に小中学生席上書初大会。第
38 回を数え一般の参加も多くなってきました。福知山
市子ども大会（今年５月３日に第 50 回予定）では「竹
細工コーナー」と「えほんのひろば」を永年受け持って
います。７月には福知山ＹＭＣＡ会館前の河川清掃「ク
リーン弘法川＆魚つかみ・金魚すくい大会」を地元自治
会・子ども会と共催。地元商友会、福知山ワイズメンズ
クラブの後援を受けつつ「中丹の川みんなで守り育む協
働事業」（京都府中丹西土木事務所主管）として、今年
は第 30 回大会となる予定です。

　その他、福知山市の国際交流ネットワーク会議・ブッ
クスタート事業・市立図書館のボランティアとして、行
政と協働しています。
　特に福知山ＹＭＣＡブッククラブは、阪神大震災当
時、乳幼児連れのため被災地に出向くことができなかっ
た私が、子育て中の母親達にもできることをしたいと
呼びかけ、「絵本タイムは幸せタイム」を合言葉に発足
してから今年２月で 20 年。この間、「絵本箱・絵本タ
イムの出前をします～ほほえみキャラバン」の企画で伊
藤忠記念財団子ども文庫助成、「われらは街のキューピッ
ド～子ども達に本との出会いを・市民と憩いの場として
の図書館をつなぎます」「市立図書館とまちかどラボで
大学生気分（成人女性初心者向けパ
ソコン教室）」の企画で福知山市人材
の森育成事業助成、「子育てに絵本を・
まちづくりに図書館を」を掲げた「図
書館大好き市民講座」の企画で京都
府地域力再生プロジェクト交付金を
受けました。また、この 10 年間で３
度の水害（2004 年 10 月、2013 年９月、
2014 年８月）に遭った福知山市において、京都青少年
ゆめネットワーク（ゆめっと京都）の助成を受けて以来、
被災地域の小学校や園、福祉施設、子育てサークル等へ
も上記「ほほえみキャラバン」事業を続けています。
　今後は、舞鶴ＹＭＣＡ国際福祉専門学校の皆様とも交
流を希望しています！

　京都ＹＷＣＡは、「私たちが目指す
社会」として①女性や子どもの人権
が守られる社会。②あらゆる暴力を
否定する社会。③多様性を尊重し異
なる文化や背景をもつ人々と共に生
きる社会。④「核」のない持続可能
な地球環境（社会）の４つを掲げて
います。
　2013 年に 90 周年を迎え、室町通出水にある会館の
耐震補強ならびに大規模改修工事に踏み切り、「多世
代・多文化ふれあいコミュニティづくり」を掲げ、次
の 100 年に向けて新たな取り組みを始めました。
　改修後の現在、会館の２階・サービス付き高齢者住
宅「サラーム」では単身の女性高齢者が、４階５階に
は、女子留学生が生活しています。（３階では、４月
から自立援助ホーム「カルーナ」＜社会的養護が必要
な 10 代後半の女の子たちの共同生活の場＞が稼働し
ます。）
　別館（サマリア館）では、ふれあいの居場所食堂「う
ららかふぇ」をオープンしました。それ以外にも、１
階では、小さいお子さんを連れたお母さんたち、日本
語学習をする外国人、放課後学校帰りに立ち寄る小学
生、英語を勉強する子ども・大人、様々な相談に来る
外国人や子育て中のお母さんたちの「居場所」を提供
しています。
　「何をやっているのですか？」という質問に一言で
答えるのが難しいのですが、特に女性や子どもたちを
取り巻く「生きづらさ」（＝構造的暴力）を取り除く
ことを目的に、様々な理由で「場」を必要としている

人々と共に、『ボランティア
活動』（「出会い」×「学び」
×「協働」）を通じて、一人
ひとりの「生きる力」を発
揮できるよう、「社会関係づ
くり」に取り組んでいます。

　そのため、①「はなしあい」「対話」「コミュニケーショ
ン」に時間をかけること、②一人ひとりが自律した主
体者となること（自分で考えて自分で決める）、③お
互いの「違い」を認め、人としての尊厳を尊重するこ
と（自分も相手も傷つけない）、④それぞれの人にとっ
て、大事な居心地の良い「場」であること、を大切に
しています。
　「平和な社会を創る」最初の一歩として、「I am O.K. 
You are O.K.」の人間関係づくりの「場」と「経験」を
提供し、次世代の Peace Maker を育んでいきたいと思
います。 公益財団法人 京都ＹＷＣＡ

総幹事　山本 知恵
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会 員 数：165 名
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福知山
ＹＭＣＡ
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kyoto ymca activity report

第
３
回

ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会

１
２
５
周
年
記
念
事
業

　

晴
天
に
恵
ま
れ
１
月
に
し
て
は
早
春

の
よ
う
な
暖
か
い
サ
ッ
カ
ー
日
和
の
１

月
25
日
（
日
）、
宇
治
市
立
槇
島
小
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
お
借
り
し
、
少
年

少
女
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
京
都
市
南
部
の
宇

治
地
域
で
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
青
少
年

育
成
事
業
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
目
的
で

企
画
さ
れ
、
宇
治
地
域
の
槇
島
、
莵

道
、
神
明
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ス

の
Ｕ-

10
、
Ｕ-

12
、
か
ら
計
８
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
総
当
た
り
戦
を
行
い
ま

し
た
。

　

表
彰
対
象
と
し
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
フ
ェ
ア

プ
レ
ー
賞
を
設
け
、
ス
ポ
ー
ツ
の
心
を

磨
く
大
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
Ｕ-

10

の
４
年
生
以
下
の
チ
ー
ム
は
、
や
は
り

ボ
ー
ル
に
触
り
た
い
、
蹴
り
た
い
気
持

ち
が
先
立
っ
て
、
真
剣
に
走
り
回
っ

　

第
３
回
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
が
、
１
月

18
日
（
日
）
９
時
半
よ
り
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は

京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
創
立

125
周
年
を
記
念
し

て
、
京
都
み
や
び
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
が
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
（
ユ
ニ
カ
ー
ル
）
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

を
通
じ
て
市
民
に
広
げ
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
、
家
族
、
ワ
イ
ズ
メ
ン
な
ど

に
よ
る
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
リ
ー
グ

戦
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ユ
ニ

カ
ー
ル
は
、
皆
さ
ん
ご
存
知
の
カ
ー
リ

ン
グ
を
室
内
競
技
と
し
て
気
軽
に
で
き

る
競
技
で
す
が
、
参
加
者
の
中
に
は
初

め
て
経
験
す
る
方
も
多
く
あ
り
、
初
め

は
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
徐
々
に

慣
れ
、
試
合
を
追
う
ご
と
に
白
熱
し
た

試
合
展
開
と
な
り
ま
し
た
。
作
戦
を
立

て
い
る
プ
レ
ー
が
印
象
的
で
し
た
。

Ｕ-

12
の
６
年
生
チ
ー
ム
は
、
さ
す
が

に
チ
ー
ム
プ
レ
ー
も
個
人
プ
レ
ー
も
う

ま
く
、
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
ボ
ー
ル

に
集
中
し
て
の
全
力
プ
レ
ー
が
爽
や
か

で
し
た
。
今
後
の
成
長
が
楽
し
み
な

チ
ー
ム
ば
か
り
で
し
た
。

　

ま
た
、
混
合
チ
ー
ム
と
指
導
者
チ
ー

ム
の
試
合
も
行
わ
れ
、
好
プ
レ
ー
、
珍

プ
レ
ー
の
数
々
に
、
約

180
人
の
参
加

者
・
観
戦
者
は
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

報
告　

砂
地 

一
廣

竹
中 

真
・
兼
松 

豊

ラ
イ
ブ

１
２
５
周
年
記
念
事
業

て
な
が
ら
指
示
を
す
る
な
ど
、
本
来
の

ユ
ニ
カ
ー
ル
競
技
の
楽
し
み
方
に
な
り

ま
し
た
。

　

大
人
は
大
人
気
も
な
く
真
剣
勝
負
で

対
戦
、
子
ど
も
た
ち
は
負
け
て
し
ま
う

と
悔
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

会
場
内
が
活
気
と
熱
気
に
包
ま
れ
た
あ

と
の
表
彰
式
で
は
、
ワ
イ
ズ
連
合
に
優

勝
カ
ッ
プ
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告　京

都
み
や
び
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

少
年
少
女

サ
ッ
カ
ー
大
会

１
２
５
周
年
記
念
事
業
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２
月
１
日
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
て
、
ネ

パ
ー
ル
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
児
童
養
護
施
設
支

援
の
た
め
の
国
際
協
力
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
国

際
協
力
専
門
委
員
会
主
管
に
よ
り
、
今

回
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

ネ
パ
ー
ル
の
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
に

は
、
貧
困
や
暴
力
、
ま
た
過
去
の
内
戦

に
よ
り
親
を
失
く
し
た
子
ど
も
た
ち
が

多
く
い
ま
す
。
ネ
パ
ー
ル
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

は
二
〇
〇
五
年
か
ら
そ
の
よ
う
な
子
ど

も
た
ち
を
守
る
べ
く
全
寮
制
の
児
童
養

護
施
設
を
運
営
し
、
10
名
の
子
ど
も
た

ち
の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
ス
テ
ー
ジ
、
料
理

コ
ー
ナ
ー
、
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が

　

１
月
26
日
（
月
）、
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

創
立

125
周
年
を
記
念
し
て
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
に
縁
の
あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で

あ
る
竹
中
真
さ
ん
と
兼
松
豊
さ
ん
に

よ
る
「
ま
こ
と
に
ゆ
た
か
な 

ジ
ャ
ズ
、

さ
ん
び
か
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ラ
イ
ブ
」

を
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
三
条
本
館
の
マ
ナ

ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
両
氏

に
よ
る
伸
び
や
か
な
演
奏
・
歌
声
と

肩
の
凝
ら
な
い
楽
し
い
ト
ー
ク
で
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
約
２
時

間
の
ラ
イ
ブ
は
明
る
く
和
や
か
な
雰

囲
気
で
し
た
。
来
場
者
に
と
っ
て
懐

か
し
く
、
な
じ
み
深
い
歌
を
楽
し
む

「
ま
こ
と
に
ゆ
た
か
な
」
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　

平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
80
人
を
超

え
る
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。
多
く
の
ご
来
場
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
際
協
力

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

１
２
５
周
年
記
念
事
業

あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
は
じ
め
に
京

都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら
ネ
パ
ー
ル
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

へ
の
支
援
の
現
状
が
話
さ
れ
、
そ
の

後
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
の
先

生
と
会
員
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス

教
室
の
先
生
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
日
本
語
学
校

の
学
生
に
よ
る
フ
ラ
メ
ン
コ
な
ど
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
世
界
の
料
理
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
ケ
ラ
ラ
さ
ん
、
ス
ワ
ン
さ

ん
協
力
の
イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
を

は
じ
め
、
韓
国
、
台
湾
な
ど
の
料
理
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
に
は

餅
つ
き
、
新
鮮
京
野
菜
販
売
、
寄
贈
品

バ
ザ
ー
、
子
ど
も
遊
び
コ
ー
ナ
ー
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
京
都
、

プ
リ
ン
ス
、
ウ
イ
ン
グ
、
み
や
び
、
Ｚ

Ｅ
Ｒ
Ｏ
の
各
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｚ
に
、
様
々
な

協
力
を
い
た
だ
き
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。
ご
来
場
い
た
だ
い
た

み
な
さ
ま
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な

さ
ま
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

報
告　

藤
尾　

 

実

講
演
会
「
賢
い
家
庭
の

生
活
防
衛
策
」

１
２
５
周
年
記
念
事
業

　

２
月
７
日
（
土
）、
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

創
立

125 

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
大
阪

経
済
大
学
の
ご
協
力
に
よ
り
岩
本
沙
弓

さ
ん
（
大
阪
経
済
大
学
経
営
学
部
客
員

教
授
／
金
融
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
／ 

経
済

評
論
家
）
を
お
迎
え
し
て
講
演
会
「
賢

い
家
庭
の
生
活
防
衛
策
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

暮
ら
し
に
も
か
か
わ
る
為
替
の
こ

と
、
消
費
税
の
対
応
策
、
住
宅
ロ
ー
ン

の
見
直
し
、
日
本
の
財
政
な
ど
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
約
20

名
の
参
加
者
か
ら
は
、「
国
際

情
勢
や
国
の
財
政
問
題
等
も

わ
た
し
た
ち
に
意
外
と
身
近

で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
」、

「
わ
か
り
や
す
く
、
お
も
し
ろ

か
っ
た
。
も
っ
と
経
済
の
こ

と
を
勉
強
し
て
み
よ
う
」
と

い
う
声
が
上
り
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ

に
参
加
し
ま
し
た

　

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ

デ
ィ
と
は
、
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
Ｙ
が
国
際

協
力
理
解
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
今
年
は
、
２
月

３
日
（
火
）
か
ら
７
日
（
土
）
の
３
泊

４
日
の
日
程
で
、
次
の
３
名
が
台
中
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

亀
山
み
ぎ
わ 

さ
ん

　
　
　
　
（
ウ
ェ
ル
ネ
ス
事
業
部
ス
タ
ッ
フ
）

樋
口
三
友
紀 

さ
ん

　
　
　
　
（
ウ
ェ
ル
ネ
ス
事
業
部
嘱
託
講
師
）

羽
石 

真
美 

さ
ん

（
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ー
ダ
ー
）
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例年多くの方にご参加いただいている「かもがわチャリティーラン」。今年も開催いたします。
チャリティーランは、 障がいのある子どもたちも、そうでない子どもたちも、共に幸せに生きていける社会をめざして開催している大会で
す。大会で得られた収益は、ＹＭＣＡが行う障がいのある子どもたちのキャンプやプログラムに支援金として活用されます。
楽しく走ってチャリティーになる「かもがわチャリティーラン」。ご参加、ご協力お待ちしております。

夜桜フェスタは、宇治にある京都ＹＭＣＡの野外研修施設「リトリートセンター」で、毎年春に行われるイベントで、今回で 16 回を迎えます。
春の香り漂う自然を感じつつ、ライトアップされた幻想的な八重桜をお楽しみください。
楽しいプログラムと屋台すべてに、会員の心のこもったおもてなしでお待ちしています。

日　  時：　2015 年 4 月 19 日（日）
　　　　　　17：00 ～ 20：00
会　  場：　京都ＹＭＣＡリトリートセンター
　　　　　　（宇治市二尾宇川 18）
参 加 費：　大人（中学生以上）　2,000 円 / 名
　　　　　　小学生　　　　　　1,000 円 / 名
　　　　　　幼児 　　　 無料
チケット販売：　京都ＹＭＣＡ三条本館 1 Ｆ窓口
お問合せ：　京都ＹＭＣＡ
 　　TEL 075-231-4388
 　　FAX 075-251-0970

夜桜フェスタ

第 11回かもがわチャリティーラン

【大会概要】

日　  時：　2015 年 5 月 17 日（日）
　　　　　　9：15 ～ 15：30（雨天決行）
会　  場：　鴨川公園特設コース

（北大路橋～出雲路橋 1 周 1.7km ／西賀茂橋
～出町橋 1 周 10.5km）
＊アクセス　地下鉄烏丸線 鞍馬口駅下車 徒歩 5 分

【受付】出雲路橋西詰北側 

心身に障がいのある子どもたちのための

【参加申し込み・お問合せ】

下記のいずれかの方法で、お申込みいただけます。

①メールフォームにて
大会ホームページ「参加申し込み」のメールフォームにて、必要

事項を入力の上、送信してください。

②京都 YMCA 窓口・郵便局からのお申込み
専用振替払込用紙に必要事項をご記入の上、参加費（抽選券・金

券・弁当ご希望の方は、その費用も）を京都 YMCA 三条本館窓

口にお持ちいただくか、最寄りの郵便局からお振り込みください。

詳しくは、大会リーフレット・大会ホームページをご覧く
ださい。

【種目と参加費】

●クォーターマラソン　10.5km

　社会人、大学生以上  4,000 円／名
　中高生   1,000 円／名

●小学生駅伝（小学 5・6 年生）　1 人 1.7km ＜計 6.8km ＞

※ 1 チームに 4 枚の抽選券付き

　 4 名 1 チーム 　　  2,000 円／チーム

●ペアラン（小学生 1 名と成人 1 名）　1 人 850m ＜計 1.7km ＞

※ 1 チームに 1 枚の抽選券付き

　2 名 1 チーム 　  2,000 円／チーム

●一般駅伝（中学生以上）　1 人 1.7km ＜計 6.8km ＞

　4 名 1 チーム （社会人、大学生以上）　 4,000 円／名
  （中高生）  1,000 円／名

●グループラン　1.7km（30 分）

　２～ 5 名１チーム　　  5,000 円／チーム

①八重桜をライトアップでお楽しみください。
②石窯料理、焼き鳥や揚げたこ焼き、うどん、

ぶたまん、みたらし団子など（予定）の屋台
メニューが食べ放題。

③ステージでのパフォーマンス
④掘り出し物があるかも！寄贈品販売

※無料送迎バスもあり（定員になり次第締切）
※ご寄贈いただける物品を受け付けています。
　（未使用品でお願いします。）

①八重桜をライトアップでお楽しみください。
②石窯料理、焼き鳥や揚げたこ焼き、うどん、

ぶたまん、みたらし団子など（予定）の屋台
メニューが食べ放題。

③ステージでのパフォーマンス
④掘り出し物があるかも！寄贈品販売

※無料送迎バスもあり（定員になり次第締切）
※ご寄贈いただける物品を受け付けています。
　（未使用品でお願いします。）

協賛金・寄贈品
受付中！

ご協力お願いいたしします。

お問合せは、

京都 YMCA かもがわチャリティーラン事務局

〒 604-8083　京都市中京区三条通柳馬場東入中之町
TEL 075-231-4388   FAX 075-251-0970
 E-mail:   c-run@kyotoymca.org

京都ＹＭＣＡの情報は、ホーム

ページからもご覧いただけます。

ぜひチェックしてみてください！
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